
取
り
組
み
に
至
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、『
何
と
か
し
な
け
れ

ば
』
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
る
先
生
は
、

ど
の
学
校
に
も
い
ま
す
。
複
数
の
学
校
が

集
ま
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
先

進
校
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

学
び
直
し
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
の
が
、

こ
の
勉
強
会
の
目
的
で
す
」（
百
瀬
先
生
）

　

百
瀬
先
生
が
開
会
の
趣
旨
を
述
べ
た
後
、

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者

か
ら
学
力
下
位
層
の
抱
え
る
進
学
・
就
職

上
の
課
題
や
学
び
直
し
の
全
国
的
動
向
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
各
校

の
取
り
組
み
が
発
表
・
共
有
さ
れ
た
。
当

日
の
発
表
の
う
ち
、
東
京
都
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
の
各
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

本
校
は
創
立
47
年
目
の
普
通
科
高
校
で

す
。
以
前
は
生
徒
指
導
上
の
課
題
を
多
く

抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
度
、
進
学
応

援
型
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
（
＊
１
）

の
指
定
を
機
に
、
大
幅
な
改
革
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
30
分
授
業
の
導

入
で
す
。
１
年
生
の
時
間
割
を
、
午
前
の

み
30
分
×
３
コ
マ
と
し
ま
し
た
。
時
間
短

縮
に
よ
っ
て
生
徒
の
集
中
力
を
高
め
、
中

学
の
学
び
直
し
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
び
直
し
勉
強
会
」
は
、
千
葉
県
の
県

立
高
校
校
長
を
務
め
、
現
在
は
千
葉
県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
百も

も

瀬せ

明
宏
先
生

の
発
案
に
よ
り
生
ま
れ
た
教
師
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
２
月
、
千

葉
県
内
の
高
校
の
有
志
が
集
ま
り
、
学
び

直
し
の
取
り
組
み
や
成
果
、
課
題
を
共
有

し
た
の
が
始
ま
り
だ
。
県
内
で
数
回
実
施

し
た
後
、
更
に
幅
広
く
知
見
を
得
る
た
め

に
、
14
年
11
月
、
千
葉
県
に
加
え
て
、
参

加
校
を
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
に

拡
大
し
て
実
施
。
21
校
32
人
の
教
師
が
、

取
り
組
み
の
共
有
と
意
見
交
換
を
図
っ
た
。

　
「
学
校
現
場
で
は
、
学
び
直
し
の
必
要
性

を
感
じ
な
が
ら
も
、
生
徒
指
導
上
の
問
題

や
現
場
の
抵
抗
感
な
ど
か
ら
学
校
全
体
の

２
人
担
任
制
導
入
も
大
き
な
改
革
の
１
つ
＊１　進学応援型エンカレッジスクールは、基礎・基本の学習を重視する学校。入試に学力検

査はなく、30分授業や２人担任制、少人数授業などの教育に特徴がある。
＊２　ベネッセの教材の1つ。学習力を身に付ける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリン

ト教材。

東
京
都
立
東
村
山
高
校

八
重
樫
麻
里
子　
や
え
が
し
・
ま
り
こ
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学
び
直
し
の
内
容
を
反
復
学
習
さ
せ
る
こ
と
で

出
来
た
感
を
持
た
せ
る

事
例
１

東
京
都
立
東
村
山
高
校　
　
　
　

八や

重え

樫が
し

麻
里
子
先
生

先
生
主
催
「
学
び
直
し
勉
強
会
」
in
首
都
圏

進
路
成
就
率
向
上
を
目
指
し
て

│

学
習
力
を
育
む「
学
び
直
し
」の
あ
り
方
を
考
え
る

学
習
指
導
要
領
で
「
義
務
教
育
段
階
で
の
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
」
が
う
た
わ
れ
、
ま
た
、
生
徒
の
学
ぶ
姿
勢
（
学
習
力
）
を
育
む
指
導
と
し
て
も
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る

「
学
び
直
し
」。
た
だ
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
が
ら
も
、
生
徒
指
導
上
の
問
題
や
現
場
の
抵
抗
感
な
ど
か
ら
、
学
び
直
し
の
導
入
に
踏
み
出
せ
て
い
な
い
学
校
も
少
な
く
な
い
。

今
号
で
は
、
２
０
１
４
年
11
月
、
首
都
圏
の
先
生
が
集
ま
り
、
学
び
直
し
の
取
り
組
み
と
成
果
、
及
び
課
題
を
共
有
し
た
「
学
び
直
し
勉
強
会
」
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。



で
し
た
。
本
校
に
は
精
神
面
の
弱
い
生
徒

が
多
く
、
学
習
・
生
活
両
面
で
支
援
を
厚

く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

　

学
び
直
し
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」

（
＊
２
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
国
語
・
数

学
は
８
時
30
分
か
ら
10
分
間
の
朝
学
習
で
、

学
級
担
任
が
支
援
し
て
い
ま
す
。
英
語
は
、

30
分
授
業
で
週
３
回
、「
マ
ナ
ト
レ
」
に
取

り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
基
礎
編
は
１
学
期

中
に
終
了
さ
せ
、
標
準
編
は
夏
休
み
の
宿

題
と
し
て
も
課
し
、
２
学
期
中
に
終
わ
ら

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。理
科
・
社
会
は
、

30
分
授
業
で
学
校
が
独
自
に
作
成
し
た
プ

リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
学
び

直
し
の
内
容
は
通
常
授
業
で
も
反
復
学
習

し
、
定
期
考
査
の
範
囲
に
も
加
え
る
こ
と

で
出
来
た
感
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

学
習
環
境
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
静
か
な
環
境
で
朝
学
習
に
取
り

組
む
た
め
に
、
遅
刻
し
た
生
徒
が
ば
ら
ば

ら
と
入
っ
て
来
な
い
よ
う
、
８
時
30
分
に

玄
関
を
閉
め
て
い
ま
す
。
遅
刻
し
た
生
徒

は
朝
学
習
終
了
後
に
教
室
に
入
れ
ま
す
が
、

遅
刻
が
５
回
以
上
続
い
た
生
徒
に
は
朝
の

清
掃
を
行
わ
せ
る
な
ど
の
課
題
を
与
え
、

遅
刻
数
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

学
び
直
し
の
教
材
は
簡
単
な
内
容
か
ら

始
ま
る
の
で
、
生
徒
は
学
習
意
欲
を
持
っ

て
取
り
組
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
が

机
間
巡
視
を
行
う
安
心
感
か
ら
、
進
ん
で

学
び
に
向
か
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
姿
勢
は
学
力
に
も
反
映
さ
れ
、

年
３
回
実
施
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
」（
＊
３
）で
は
、回
を
追
う
ご

と
に
Ｄ
ゾ
ー
ン（
＊
４
）が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

進
路
未
決
定
者
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
出
来
な
か
っ
た

教
科
学
習
が
、
学
び
直
し
に
よ
っ
て
分
か

る
よ
う
に
な
り
、「
自
分
も
や
れ
ば
出
来
る
」

と
い
う
実
感
が
持
て
、
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。
中
学
校
時
代
は
何
事
に

も
投
げ
や
り
だ
っ
た
生
徒
が
、
何
と
か
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
、

次
の
進
路
に
向
か
っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
生
徒
の
自
立
で
す
。
き

め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、

３
年
生
に
な
っ
て
も
教
師
に
頼
る
意
識
が

強
く
、
進
学
・
就
職
先
へ
の
提
出
書
類
の

作
成
も
１
人
で
は
出
来
な
い
生
徒
が
い
ま

す
。生
徒
を
自
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、教
師

が
ど
の
よ
う
に
手
を
離
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
を
、
今
後
考
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

今
回
は
千
葉
県
で
実
績
を
上
げ
て
い
る

３
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
校
目
は
、
全
日
制
総
合
学
科
の
千
葉

県
立
安あ

房わ

拓た
く

心し
ん

高
校
で
す
。
卒
業
生
が
就

職
先
か
ら
学
力
不
足
を
理
由
に
解
雇
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
10
年
度
、
当
時

の
校
長
の
発
案
で
学
び
直
し
を
始
め
ま
し

た
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
と
い
う
名
称

で
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
の
前
の
10
分
間
、
１
年

生
〜
２
年
生
前
半
は
国
語
・
数
学
の
「
マ

ナ
ト
レ
」、
２
年
生
後
半
か
ら
は
就
職
試
験

対
策
用
の
問
題
集
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。

管
理
職
も
含
め
て
教
師
全
員
で
指
導
に
当

た
っ
た
結
果
、
学
力
不
足
に
よ
る
就
職
試

験
で
の
不
合
格
者
が
大
幅
に
減
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
１
時
間
目
の
授
業
に
落
ち
着

い
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
学

習
力
に
も
変
化
が
表
れ
ま
し
た
。

　

２
校
目
は
、
私
が
校
長
を
務
め
て
い
た

千
葉
県
立
生お

い

浜は
ま

高
校
で
す
。
全
日
制
・
三

部
制
定
時
制
の
併
置
校
で
、
生
徒
の
進
路

は
多
様
で
す
。
私
が
着
任
し
た
時
の
進
路

決
定
率
は
全
日
制
95
％
、
定
時
制
62
％
で

し
た
。
教
師
か
ら
は
「
就
職
試
験
に
合
格

で
き
な
い
」「
進
学
後
が
心
配
」
な
ど
、
生

徒
の
学
力
不
足
を
危
ぶ
む
声
が
あ
り
ま
し

た
。
学
び
直
し
の
実
施
に
賛
成
す
る
教
師

が
大
半
で
し
た
が
、
具
体
的
な
実
施
方
法

と
な
る
と
、
意
見
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
学
び
直
し
を
先
行
実
施

し
て
い
た
県
内
４
校
と
勉
強
会
を
開
き
、

首
都
圏
の
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
た
結
果
、

「
学
習
力
が
身
に
付
く
」「
基
礎
学
力
の
定

着
が
見
え
て
き
た
」
と
い
っ
た
成
果
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
13
年
度
、
全
日
制
の
＊３　ＧＴＺ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーショ

ン特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。
＊４　「基礎力診断テスト」では、生徒の学力はＧＴＺ（学習到達ゾーン）として、Ａ１からＤ３までの12段階

で評価される。Ｄゾーンは「基礎・基本養成レベル」を指す。

千
葉
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

百
瀬
明
宏　
も
も
せ
・
あ
き
ひ
ろ
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基
礎
学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、

生
徒
指
導
の
成
果
も
見
ら
れ
る

事
例
２

千
葉
県
公
立
高
校
３
校　
　
　
　
　
　

百
瀬
明
宏
先
生



勢
を
重
視
し
、
休
ま
ず
出
席
す
れ
ば
５
を

付
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
退
学
者
数
や

欠
席
者
数
、
特
別
指
導
件
数
は
半
分
以
下

に
減
少
。
高
校
入
試
の
定
員
割
れ
も
解
消

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
校
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
の

基
礎
学
力
の
向
上
に
加
え
、
落
ち
着
い
た

学
習
態
度
が
育
ま
れ
、
生
徒
指
導
上
の
問

題
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う
学
習
力
面
で
の

成
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
一
方
、
課

題
は
実
施
体
制
の
確
保
で
す
。
全
校
体
制

で
取
り
組
め
る
よ
う
に
共
通
理
解
を
得
ら

れ
た
学
校
ほ
ど
、
確
実
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

本
校
は
普
通
科
と
情
報
管
理
科
を
有
す

る
高
校
で
す
。
卒
業
後
の
進
路
は
進
学
と

就
職
が
半
々
で
、
13
年
度
の
進
路
決
定
率

は
１
０
０
％
で
し
た
。
本
校
の
特
徴
は
教

師
の
面
倒
見
の
良
さ
に
あ
り
ま
す
。
14
年

度
に
は
、
就
職
・
進
学
後
も
困
ら
な
い
学

力
と
、社
会
で
必
要
な
生
活
習
慣
・
マ
ナ
ー
・

職
業
観
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
本
校
が
あ
る
地
域
は
、
県
内

で
も
特
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
募
集
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
て
、

地
元
中
学
校
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
特
色
を

打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の

取
り
組
み
を
始
め
た
理
由
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
る
取
り

組
み
は
学
び
直
し
で
す
。
毎
日
６
時
間
目

終
了
後
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
、
国
語
・
数
学
・
英

語
の
「
マ
ナ
ト
レ
」
に
日
替
わ
り
で
取
り

組
ま
せ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
10
分
間
で
問

題
を
解
い
て
５
分
間
で
答
え
合
わ
せ
を
し

ま
す
。
そ
の
間
、
学
級
担
任
が
机
間
巡
視

を
行
い
ま
す
。
更
に
、
生
徒
の
基
礎
学
力

を
測
る
た
め
に
、「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」

も
年
２
回
行
う
計
画
で
す
。
１
回
目
は「
マ

ナ
ト
レ
」
に
取
り
組
む
前
の
５
月
に
実
施

し
、
２
回
目
は
３
学
期
に
実
施
し
て
、
学

び
直
し
の
効
果
を
測
る
予
定
で
す
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
中
に
は
、
従
来
か
ら
続
け
て
い
る
取
り

組
み
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
生
徒

の
学
び
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

る
の
が
、「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。
こ

れ
は
埼
玉
県
の
教
育
事
業
の
１
つ
で
、
近

隣
の
大
学
生
11
人
が
週
１
回
、
１
年
生
の

１
年
生
（
２
学
級
）
で
「
マ
ナ
ト
レ
」
を

始
め
ま
し
た
。

　
「
マ
ナ
ト
レ
」
は
、
月
・
火
・
木
曜
日
の

６
時
間
目
終
了
後
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
前
の
10
分
間

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
科
は
、
今
週
は

国
語
、
翌
週
は
数
学
と
い
う
よ
う
に
週
替

わ
り
に
し
、
担
任
、
副
担
任
、
学
年
主
任

の
３
人
体
制
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
効
果

検
証
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
生
徒
は
落
ち

着
い
て
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
必
ず

成
果
は
出
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

３
校
目
は
、
千
葉
県
立
小お

見み

川が
わ

高
校
で

す
。
就
職
率
の
高
さ
に
定
評
が
あ
っ
た
同

校
で
し
た
が
、
09
年
度
か
ら
進
路
未
定
者

が
急
増
し
た
影
響
も
あ
り
、
11
年
度
か
ら

２
年
連
続
で
高
校
入
試
が
定
員
割
れ
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毎
日
１
時
間
目
の

前
の
30
分
間
に
学
校
設
定
教
科
「
い
ぶ
き
」

（
週
１
５
０
分
３
単
位
）
を
導
入
。
国
語
・

数
学
・
英
語
に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校
段

階
の
基
礎
問
題
を
教
師
が
解
説
し
、
問
題

演
習
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。

　

導
入
時
に
は
先
生
方
に
少
な
か
ら
ぬ
抵

抗
感
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
、
学
級

担
任
や
３
教
科
の
教
科
担
当
は
負
担
が
増

え
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
た
め
、「
い
ぶ

き
」
は
副
担
任
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
評
価
は
生
徒
の
意
欲
や
学
習
姿

埼
玉
県
立
鳩
山
高
校
教
頭

黒
田
勇
輝　
く
ろ
だ
・
ゆ
う
き

発表者
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鳩
山
高
校
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

学
び
直
し
を
位
置
付
け
、生
徒
の
学
び
を
支
援

事
例
３

埼
玉
県
立
鳩
山
高
校　
　
　
　
　
　
　

黒
田
勇
輝
先
生



各
ク
ラ
ス
の
国
語
、
数
学
、
英
語
の
授
業

に
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
入
り
、
机

間
巡
視
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
に
声
を

掛
け
、
個
別
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
に
と
っ
て
は
、
校
外
の
大
人
と
接
す

る
良
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
び
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
実
施

初
年
度
で
す
の
で
、
具
体
的
な
成
果
は
今

後
検
証
し
、
次
年
度
の
指
導
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
、

学
び
直
し
の
効
果
的
な
実
施
方
法
や
体
制

の
確
立
で
す
。
全
校
で
共
通
認
識
を
持
っ

て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
が
、
生
徒
の

習
熟
度
に
応
じ
て
細
か
く
指
導
し
て
い
る

学
級
と
、
そ
う
で
は
な
い
学
級
が
あ
る
の

が
実
情
で
す
。今
後
、改
め
て
学
校
全
体
で

学
び
直
し
の
意
義
を
共
有
し
、
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
校
の
事
例
発
表
で
は
、
参
加
者
か
ら

様
々
な
質
問
が
な
さ
れ
た
。
最
も
関
心
が

高
か
っ
た
の
は
、
担
当
者
を
ど
う
決
め
る

か
と
い
う
点
だ
。
特
に
、
埼
玉
県
立
鳩
山

高
校
の「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
つ
い
て
は
、

実
施
体
制
や
効
果
の
点
で
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。
東
京
都
立
東
村
山
高
校
に

対
し
て
は
、
２
人
担
任
制
の
効
果
や
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
質
問
が
、
百
瀬
先
生

に
は
校
内
の
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
っ
た
。
学
び
直
し
の
内
容
だ
け
で

な
く
、
ど
の
よ
う
に
校
内
の
意
見
を
集
約

し
、
教
師
の
負
担
を
あ
ま
り
増
や
さ
ず
に

導
入
で
き
る
か
と
い
う
点
に
、
多
く
の
学

校
が
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、
参
加
者
か

ら
自
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

千
葉
県
立
浦
安
高
校
の
渡わ

た

邉な
べ

啓ひ
ろ

之ゆ
き

校
長
か

ら
は
、
６
年
前
に
教
頭
を
務
め
た
千
葉
県

立
姉あ

ね

崎さ
き

高
校
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

姉
崎
高
校
で
は
教
師
が
５
教
科
の
独
自
教

材
を
作
成
。
毎
日
５
時
間
目
の
授
業
を
学

校
設
定
教
科
「
マ
ル
チ
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
と

し
て
、
全
校
体
制
で
学
び
直
し
を
実
施
し

た（
本
誌
09
年
９
月
号「
指
導
変
革
の
軌
跡
」

参
照
）。「
学
校
が
組
織
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
を
生
徒
や
保
護
者
に
見
せ
、
学
校

全
体
が
本
気
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
が

功
を
奏
し
た
」
と
渡
邉
校
長
は
振
り
返
る
。

　

千
葉
県
立
松
尾
高
校
の
磯
貝
真
規
子
先

生
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
学
び
直
し
を
導

入
し
た
経
緯
を
明
か
し
た
。
赴
任
初
年
度
、

１
年
生
で
の
学
び
直
し
を
提
案
。
国
語
・

英
語
の
授
業
中
の
10
分
間
で
「
マ
ナ
ト
レ
」

に
取
り
組
ま
せ
た
。
１
年
間
続
け
た
結
果
、

「
勉
強
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」「『
マ
ナ

ト
レ
』
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
生

徒
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
は
「
勉
強
部
」
と
い
う
部
活
動
を
立
ち

上
げ
、
磯
貝
先
生
が
顧
問
と
な
っ
て
学
び

の
輪
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
日
、
事
例
発
表
も
行
っ
た
神
奈
川

県
立
大
和
東
高
校
の
渡
邉
哲
也
校
長
は
、

学
び
直
し
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
語
っ
た
。

あ
る
高
校
の
化
学
の
授
業
を
見
て
い
た
時
、

教
師
の
教
え
方
は
上
手
だ
っ
た
が
、
い
ざ

問
題
を
解
か
せ
る
と
、
生
徒
の
手
は
分
数

の
計
算
が
出
来
な
い
た
め
に
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
ど
ん
な
に
良
い
授
業
を

し
て
も
、
生
徒
が
小
・
中
学
校
段
階
の
学

習
内
容
で
つ
ま
ず
い
て
い
れ
ば
、
力
を
伸

ば
し
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
。「
各
教
科
の

努
力
に
任
せ
る
の
は
限
界
が
あ
り
、
学
校

全
体
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
」
と
渡
邉
校
長
は
振
り
返
る
。

　

大
学
入
試
の
変
化
や
就
職
状
況
の
好
転

を
受
け
、
全
国
と
比
較
す
る
と
首
都
圏
で

は
、
進
路
”決
定
率
“１
０
０
％
を
目
指
す

環
境
が
整
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
本

勉
強
会
に
集
ま
っ
た
の
は
、
進
路
”決
定

率
“で
は
な
く
、
進
路
”成
就
率
“に
こ
だ

わ
っ
て
指
導
に
向
か
う
先
生
方
で
あ
る
。

勉
強
に
自
信
が
な
い
生
徒
を
、「
学
び
直
し
」

を
通
し
て
机
に
向
か
わ
せ
る
。
出
来
た
感

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
学
ぶ
姿
勢
で
あ
る

「
学
習
力
」
が
身
に
付
く
。
進
路
力
と
併
せ

て
学
習
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
進
学

や
就
職
に
お
け
る
一
人
ひ
と
り
の
希
望
進

路
の
成
就
に
結
び
付
く
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
成
果
が
出

始
め
た
学
校
も
、
立
ち
上
げ
時
の
苦
労
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
ま
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
し
、
粘
り
強

く
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
そ
の
上
で
、

生
徒
の
変
容
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
教
師
た
ち
の
意
識
も
１
つ
に
な
っ
て

い
く
。
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
と
継
続
す

る
こ
と
の
意
義
を
多
く
の
先
生
に
与
え
て

勉
強
会
は
幕
を
閉
じ
た
。
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立
ち
上
げ
時
の
苦
労
は
必
ず
あ
る

ま
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切

意
見
交
換
会　
　
　
　
　
　
　




